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保護対象サイトとリカバリサイトを設定

仮想マシンストレージポリシーを設定

VVOL データストアで設定されている仮想マシンを管理し、仮想ディスクのレプリケー
ションなどのサービスを有効にするには、 VM ストレージポリシーを設定する必要があ
ります。従来のデータストアの場合、これらの VM ストレージポリシーの使用は任意で
す。

• このタスクについて *

vSphere Web Client には、デフォルトのストレージポリシーが用意されています。ただし、ポリシーを作成
して仮想マシンに割り当てることは可能です。

• 手順 *

1. vSphere Clientページで、*[ポリシーとプロファイル]*をクリックします。

2. [仮想マシンストレージポリシー]ページで、*[作成]*をクリックします。

3. Create VM Storage Policy ページで、次の詳細を指定します。

a. VM ストレージポリシーの名前と概要を入力します。

b. 「 NetApp clustered Data ONTAP.VP.Vvol 」ストレージ * に対してルールを有効にするを選択しま
す。

c. 配置 (Placement) タブで必要なストレージ機能プロファイルを選択します

d. レプリケーションを有効にするには、 * Custom * オプションを選択します。

e. [Add rule* ] をクリックして [* Asynchronous * replication and Required SnapMirror Schedule] を選
択し、 [* next] をクリックします。

f. 表示された互換性のあるデータストアを確認し、 [ ストレージ互換性 ] タブで [ 次へ * ] をクリッ
クします。

データ保護 FlexVol ボリュームを含む vVol データストアの場合、互換性のあるデータストアのチ
ェックは実行されません。

4. [Review and Finish] * タブで選択した VM ストレージポリシーを確認し、 [Finish （完了） ] をクリッ
クします。

保護グループを設定します

保護対象サイトで仮想マシンのグループを保護するには、保護グループを作成する必要
があります。

• 必要なもの *

ソースとターゲットの両方のサイトで以下を設定する必要があります。

• 同じバージョンの SRM がインストールされています
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• レプリケーションを有効にしてデータストアをマウントした VVOL データストアがある

• 類似するストレージ機能プロファイル

• レプリケーション機能がある同様の仮想マシンストレージポリシーを SRM でマッピングする必要があり
ます

• 仮想マシン

• 保護対象サイトとリカバリサイトのペアリング

• ソースとデスティネーションのデータストアをそれぞれのサイトにマウントする必要があります

• 手順 *

1. vCenter Server にログインし、 * Site Recovery * > * Protection Groups * をクリックします。

2. [* 保護グループ * ] ウィンドウ枠で、 [ * 新規 * ] をクリックします。

3. 保護グループの名前と概要、方向を指定し、 * 次へ * をクリックします。

4. [ * タイプ * （ * Type * ） ] フィールドで、次のいずれかを選択します。

* は …* のため * フィールドオプションを入力 …*

従来のデータストア データストアグループ（アレイベースのレプリケ
ーション）

vVol データストア 仮想ボリューム（ VVol レプリケーション）

フォールトドメインは、レプリケーションが有効になっている SVM だけです。ピアリングしか実装
されておらず、問題がない SVM が表示されています。

5. Replication groups （レプリケーショングループ）タブで、設定した仮想マシンを持つ有効なアレイペ
アまたはレプリケーショングループを選択し、 * next * （次へ * ）をクリックします。

レプリケーショングループ上のすべての仮想マシンが保護グループに追加されます。

6. 既存のリカバリプランを選択するか、または新しいリカバリプランに追加 * をクリックして新しいプ
ランを作成します。

7. [ 完了準備完了 ] タブで、作成した保護グループの詳細を確認し、 [ 完了 ] をクリックします。

保護対象サイトとリカバリサイトをペアリング

Storage Replication Adapter （ SRA ）でストレージシステムを検出できるようにするに
は、作成された保護対象サイトとリカバリサイトを vSphere Client を使用してペアリン
グする必要があります。

• 必要なもの *

• 保護対象サイトとリカバリサイトに Site Recovery Manager （ SRM ）がインストールされている必要が
あります。

• 保護対象サイトとリカバリサイトに SRA がインストールされている必要があります。
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• このタスクについて *

SnapMirrorのファンアウト構成は、ソースボリュームが2つの異なるデスティネーションにレプリケートされ
る構成です。SRMがデスティネーションから仮想マシンをリカバリする必要がある場合、リカバリ中に問題
が発生します。* 手順 *

1. vSphere Client のホームページで [ サイトのリカバリ ] をダブルクリックし、 [ サイト ] をクリックしま
す。

2. [ * オブジェクト * > * アクション * > * サイトのペアリング * ] をクリックします。

3. ペアサイトリカバリマネージャサーバーダイアログボックスで、保護サイトのプラットフォームサービス
コントローラのアドレスを入力し、次へ * をクリックします。

4. Select vCenter Server セクションで、次の手順を実行します。

a. 保護対象サイトの vCenter Server が対応するペア候補として表示されていることを確認します。

b. SSO 管理クレデンシャルを入力し、 [* 終了 * ] をクリックします。

5. プロンプトが表示されたら、 [ はい ] をクリックしてセキュリティ証明書を受け入れます。

◦ 結果 *

保護対象サイトとリカバリサイトの両方が [ オブジェクト ] ダイアログボックスに表示されます。

保護対象サイトとリカバリサイトのリソースを設定

ネットワークマッピングを設定します

保護対象サイトの各リソースがリカバリサイトの適切なリソースにマッピングされるよ
うに、両方のサイトで VM ネットワーク、 ESXi ホスト、フォルダなどのリソースマッ
ピングを設定する必要があります。

次のリソースの設定を行う必要があります。

• ネットワークマッピング

• フォルダマッピング

• リソースマッピング

• プレースホルダデータストア

• 必要なもの *

保護対象サイトとリカバリサイトが接続されている必要があります。

• 手順 *

1. vCenter Server にログインし、 * Site Recovery * > * Sites * をクリックします。

2. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。

3. [ 管理 ] タブで、 [ ネットワークマッピング *] を選択します。

4.

をクリックします  アイコンをクリックして、新しいネットワークマッピングを作成します。
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Create Network Mapping ウィザードが表示されます。

5. Create Network Mapping ウィザードで、次の手順を実行します。

a. [ 一致する名前を持つネットワークのマッピングを自動的に準備する *] を選択し、 [ 次へ *] をクリ
ックします。

b. 保護サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、 * マッピングの追加
* をクリックします。

c. マッピングが正常に作成されたら、 * 次へ * をクリックします。

d. 以前にリバースマッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、 [ 完了 ] をクリック
します。

• 結果 *

[ ネットワークマッピング ] ページには、保護対象サイトのリソースとリカバリサイトのリソースが表示され
ます。環境内の他のネットワークについても、同じ手順を実行します。

フォルダマッピングを設定します

保護対象サイトとリカバリサイトの間の通信を有効にするには、それらのサイトのフォ
ルダをマッピングする必要があります。

• 必要なもの *

保護対象サイトとリカバリサイトが接続されている必要があります。

• 手順 *

1. vCenter Server にログインし、 * Site Recovery * > * Sites * をクリックします。

2. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。

3. [ 管理 ] タブで、 [ * フォルダーマッピング * ] を選択します。

4. [フォルダ]アイコンを選択して、新しいフォルダマッピングを作成します。

Create Folder Mapping ウィザードが表示されます。

5. Create Folder Mapping ウィザードで、次の手順を実行します。

a. [ 一致する名前を持つフォルダのマッピングを自動的に準備する *] を選択し、 [ 次へ *] をクリック
します。

b. 保護サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、 * マッピングの追加
* をクリックします。

c. マッピングが正常に作成されたら、 * 次へ * をクリックします。

d. 以前にリバースマッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、 [ 完了 ] をクリック
します。

• 結果 *

[ フォルダマッピング ] ページには、保護対象サイトリソースとリカバリサイトリソースが表示されます。環
境内の他のネットワークについても、同じ手順を実行します。
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リソースマッピングを設定する

保護対象サイトとリカバリサイトのリソースをマッピングして、あるホストグループま
たは別のホストグループに仮想マシンがフェイルオーバーされるように設定する必要が
あります。

• 必要なもの *

保護対象サイトとリカバリサイトが接続されている必要があります。

Site Recovery Manager （ SRM ）のリソースには、リソースプール、 ESXi ホスト、 vSphere

クラスタがあります。

• 手順 *

1. vCenter Server にログインし、 * Site Recovery * > * Sites * をクリックします。

2. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。

3. [ 管理 ] タブで、 [ * リソースマッピング * ] を選択します。

4. をクリックします  アイコンをクリックして、新しいリソースマッピングを作成します。

Create Resource Mapping ウィザードが表示されます。

5. Create Resource Mapping ウィザードで、次の手順を実行します。

a. [ 一致する名前を持つリソースのマッピングを自動的に準備する *] を選択し、 [ 次へ *] をクリック
します。

b. 保護サイトとリカバリサイトに必要なデータセンターオブジェクトを選択し、 * マッピングの追加
* をクリックします。

c. マッピングが正常に作成されたら、 * 次へ * をクリックします。

d. 以前にリバースマッピングを作成するために使用したオブジェクトを選択し、 [ 完了 ] をクリック
します。

• 結果 *

リソースマッピングページには、保護対象サイトリソースとリカバリサイトリソースが表示されます。環境内
の他のネットワークについても、同じ手順を実行します。

ストレージポリシーをマッピングする

リカバリ計画でリカバリされた仮想マシンをマッピングに基づいて適切なデータストア
に配置するには、保護対象サイトのストレージポリシーをリカバリサイトのストレージ
ポリシーにマッピングする必要があります。リカバリサイトで仮想マシンのリカバリが
完了すると、マッピングされた VM ストレージポリシーが仮想マシンに割り当てられま
す。

• 手順 *

1. vSphere Client で、 * Site Recovery * > * Open Site Recovery * をクリックします。
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2. [ サイトペア ] タブで、 [ * 構成 > ストレージポリシーマッピング * ] をクリックします。

3. 必要なサイトを選択し、 * New * をクリックして新しいマッピングを作成します。

4. オプション * Automatically prepare mappings for storage policies with matching names * を選択し、 *

next* をクリックします。

SRM は、同じ名前のストレージポリシーがリカバリサイトに存在する保護対象サイト上のストレージ
ポリシーを選択します。手動マッピングオプションを選択して、複数のストレージポリシーを選択す
ることもできます。

5. [ マッピングの追加 * ] をクリックし、 [ 次へ * ] をクリックします。

6. [ * リバースマッピング * （ * Reverse mapping * ） ] セクションで、マッピングに必要なチェックボ
ックスを選択し、 [ * 次へ * （ * next * ） ] をクリックします。

7. [ 完了準備完了（ * Ready to Complete ） ] セクションで選択内容を確認し、 [ 完了（ * Finish ） ] を
クリックします。

プレースホルダデータストアを設定します

プレースホルダデータストアを設定して、リカバリサイトの vCenter インベントリに保
護対象の仮想マシン（ VM ）用の場所を確保する必要があります。プレースホルダ VM

はサイズが小さく、数百 KB 以下なので、大容量のプレースホルダデータストアは必要
ありません。

• 必要なもの *

• 保護対象サイトとリカバリサイトが接続されている必要があります。

• リソースマッピングの設定が完了している必要があります。

• 手順 *

1. vCenter Server にログインし、 * Site Recovery * > * Sites * をクリックします。

2. 保護されたサイトを選択し、 * 管理 * をクリックします。

3. [ 管理 ] タブで、 [ プレースホルダデータストア ] を選択します。

4.
をクリックします  アイコンをクリックして、新しいプレースホルダデータストアを作成します。

5. 適切なデータストアを選択し、「 * OK 」をクリックします。

プレースホルダデータストアはローカルまたはリモートに作成し、レプリケートはしな
いでください。

6. 手順 3~5 を繰り返して、リカバリサイトにプレースホルダデータストアを設定します。

アレイマネージャを使用して SRA を設定する

Site Recovery Manager （ SRM ）の Array Manager ウィザードを使用して Storage

Replication Adapter （ SRA ）を設定し、 SRM と Storage Virtual Machine （ SVM ）が
連携できるようにすることができます。
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• 必要なもの *

• SRM で保護対象サイトとリカバリサイトをペアリングしておく必要があります。

• アレイマネージャを設定する前に、ストレージを設定しておく必要があります。

• 保護対象サイトとリカバリサイト間の SnapMirror 関係を設定およびレプリケートしておく必要がありま
す。

• マルチテナントをサポートするには、SVM 管理 LIF を有効にする必要があります。

SRA では、クラスタレベルの管理と SVM レベルの管理がサポートされます。クラスタレベルでストレージを
追加する場合は、クラスタ内のすべての SVM を検出し、それらに対して処理を実行できます。SVM レベル
でストレージを追加する場合は、特定の SVM だけを管理できます。

VMware では、 SRM に対して NFS4.1 プロトコルがサポートされません。

• 手順 *

1. SRM で、 [* Array Managers* ] をクリックし、 [* Add Array Manager* ] をクリックします。

2. 次の情報を入力して、 SRM でアレイを指定します。

a. [Display Name] フィールドに、アレイマネージャを識別する名前を入力します。

b. 「 * SRA Type * 」フィールドで、「 * ONTAP 向け NetApp Storage Replication Adapter 」を選択
します。

c. クラスタまたは SVM への接続情報を入力します。

▪ クラスタに接続する場合は、クラスタ管理 LIF を入力する必要があります。

▪ SVM に直接接続する場合は、 SVM 管理 LIF の IP アドレスを入力する必要があります。

アレイマネージャを設定するときは、 Virtual Storage Console の Storage

Systems メニューでストレージシステムの追加に使用したのと同じ接続とクレ
デンシャルをストレージシステムに対して使用する必要があります。たとえ
ば、アレイマネージャの設定範囲がSVMに設定されている場合は、ONTAP

toolsのストレージをSVMレベルで追加する必要があります。

d. クラスタに接続する場合は、 SVM の名前を * SVM 名 * フィールドに入力します。

このフィールドは空白のままにすることもできます。

e. 検出するボリュームを * Volume include list * フィールドに入力します。

保護対象サイトではソースボリュームを、リカバリサイトではレプリケートされたデスティネー
ションボリュームを入力できます。ボリューム名は完全な名前でもその一部でも構いません。

たとえば、ボリューム dst_vol1 と SnapMirror 関係にあるボリューム src_vol1 を検出する場合は、保
護対象サイトのフィールドで src_vol1 を指定し、リカバリサイトのフィールドで dst_vol1 を指定する
必要があります。

a. * （オプション） * Volume exclude list * フィールドに、検出対象から除外するボリュームを入力
します。
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保護対象サイトではソースボリュームを、リカバリサイトではレプリケートされたデスティネー
ションボリュームを入力できます。ボリューム名は完全な名前でもその一部でも構いません。

たとえば、 volume_dst_vol1 と SnapMirror 関係にある volume_src_vol1_を 除外する場合は、保護対象サ
イトのフィールドで src_src_src_vol1_in を指定し、リカバリサイトのフィールドで _dst_vol1_in を指定
する必要があります。

a. * （オプション） * クラスタレベルのアカウントまたは SVM レベルのアカウントのユーザ名を、 *

Username * フィールドに入力します。

b. ユーザー・アカウントのパスワードを [Password] フィールドに入力します

1. 「 * 次へ * 」をクリックします。

2. アレイが検出され ' アレイマネージャの追加ウィンドウの下部に表示されていることを確認します

3. [ 完了 ] をクリックします。

適切な SVM 管理 IP アドレスとクレデンシャルを使用して、リカバリサイトでも同じ手順を実行します。ア
レイマネージャの追加ウィザードのアレイペアを有効にする画面で、正しいアレイペアが選択されているこ
と、および有効にする準備ができたことを確認する必要があります。

レプリケートされたストレージシステムを検証する

SRA を設定したら、保護対象サイトとリカバリサイトが正常にペアリングされているこ
とを確認してください。レプリケートされたストレージシステムが保護対象サイトとリ
カバリサイトの両方から検出可能である必要があります。

• 必要なもの *

• ストレージシステムを設定しておく必要があります。

• SRM アレイマネージャを使用して、保護対象サイトとリカバリサイトをペアリングしておく必要があり
ます。

• SRA のテストフェイルオーバー処理とフェイルオーバー処理を実行する前に、 FlexClone と SnapMirror

のライセンスを有効にしておく必要があります。

• 手順 *

1. vCenter Server にログインします。

2. [* Site Recovery] * > [* Array Based Replication] に移動します。

3. 必要な SVM を選択し、アレイペアの対応する詳細を確認します。

保護対象サイトとリカバリサイトで ' ステータスが有効になっているストレージ・システムを検出す
る必要があります
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